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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　８月　　２５日　（土）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　清川　真澄　　　　　　記録者　　本川　沙織　　　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・疥癬、疥癬疑いをこれ以上増やさない為にも、六一〇ハップ浴・清拭・更衣・軟膏塗布をしっかりと行いましょう。また、スタッフが周囲に媒介しないように・スタッフが感染しないようにディスポ手袋・予防衣着用、患者様一人看護・介護したらその都度手洗い・六一〇ハップ消毒を行ないましょう。

＜ケア検討・排泄＞

・リハビリパンツを使用されている患者様がいますが、リハビリパンツは、装着していて気持ちの良いものではありません。特に夏で暑いため、ムレて、皮膚状態の悪化につながります。現在、リハビリパンツを使用している方で尿失禁がなく、布パンツに変更できそうな患者様は、櫛桁様・坪様・坂本様です。又、竹内様も尿失禁はありませんが、パットを使用しています。布パンツへの移行・パットの取り外しをご家族・ご本人様と相談し検討していきましょう。

・家族へオムツを依頼する際は、在庫確認し、なくなる前に依頼しましょう。

・オムツ使用は、排泄ケアにおいて、最終手段です。必要以上にオムツを使いすぎる事のない様に、また、家族の方の負担も考えて使用しましょう。どうしても使用頻度が多くなってしまう方に関しては、御家族への説明が必要ですので、どのような状態で使用頻度が多くなっているかわかりやすく、御家族が納得できるよう説明しましょう。

※感染対策の為、時間短縮してカンファレンスを行っています。







